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◆調査の概要 
 

１．調査の目的 

御嵩町では、「御嵩町第五次総合計画」（平成28（2016）年３月策定）に基づいて、まちづ

くりを進めてきましたが、同計画の計画期間である令和７（2025）年度までの折り返しの時期と

なりました。また、地方創生をより効果的に進めるために策定した「みたけ創生!!総合戦略」の

計画期間が令和元（2020）年度に終了します。 

このため、本町では「後期基本計画」の策定へ向け点検・見直しを行うとともに、「第２期総

合戦略」の策定を進めます。 

これらの計画は町民の皆様との協働で、安心して暮らし続けることができ、若者が夢を描くこ

とができるまちづくりを目指すものであり、町民の意見を把握するためにアンケート調査を実施

しました。 

 

 

２．調査方法と回収結果 

（１）調査対象 

18歳以上の住民から1,800人を無作為抽出しました。 
 

（２）調査方法 

郵送配布・郵送回収方式で実施しました。 
 

（３）調査項目 

下記の項目について、設問を設定しました。 

①回答者のプロフィール 

②御嵩町のイメージについて 

③町の施策全般について 

④まちづくりを進めてきた成果について 

⑤日ごろの生活や活動について 

⑥まちづくりの進め方や方向について 

 

（４）調査期間 

令和元年９月５日～９月26日 
 

（５）回収結果 

配布数 有効配布数 回収数 有効回答数 有効回答率 

1,800人 1,797人 748 748 41.6％ 
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３．結果の表示方法 

①図中の構成比（％）は、小数点以下第２位を四捨五入しているため、合計は必ずしも

100.0％にはなりません。 

②複数回答の場合の構成比（％）は回答者数を母数としており、合計は100％を超えます。 

③選択肢についての文中の記述は調査票の記述をそのまま用いていますが、図表中や一部の

文章については略している場合があります。 
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◆調査結果 
 

１．回答者のプロフィール 

（１）性別 

○「女性」が49.6％、「男性」が46.1％で、女性が多くなっています。 

 

図1-1 性別 

0 20 40 60 80 100

n=748 46.1 49.6

4.3

男性 女性 回答なし

(%)

 

 

（２）年齢 

○「70歳以上」が33.0％と最も多く、次いで「60～69歳」が22.6％となっており、高い年齢層

が55％以上を占めています。 

○「20歳未満」は５人で0.7％とわずかであり、「20～29歳」が5.5％にとどまっています。。 

 

図1-2 年齢 

0 20 40 60 80 100

n=748

0.7

5.5 9.5 12.6 13.9 22.6 33.0

2.3

20歳未満 20～29歳 30～39歳 40～49歳 50～59歳

60～69歳 70歳以上 回答なし

(%)
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（３）職業 

○「無職」が25.7％と最も多く、次いで「製造業・建設業」が18.0％、「商業・サービス業」が

15.1％、「専業主婦」が15.0％となっています。 

 

図1-3 職業 

0 20 40 60 80 100

n=748

1.3

18.0 15.1 5.9 15.0

1.9

25.7 12.7

4.4

農林業 製造業・建設業 商業・サービス業

公務員・団体職員 専業主婦 学生

無職 その他 回答なし

(%)

 

 

（４）勤務(通学)先所在地 

○「町内」が35.5％と最も多く、次いで「可児市」が20.7％となっています。 

○『多治見市・土岐市・瑞浪市』が約11％、「その他県外（名古屋市を除く）」が10.0％、『美

濃加茂市・加茂郡』が約９％となっています。 

 

図1-4 勤務先 

0 20 40 60 80 100

n=411 35.5 20.7 5.4

3.9

6.1

4.4 0.7

6.8

3.6

10.0

2.9

町内 可児市 美濃加茂市 加茂郡

多治見市 土岐市 瑞浪市 その他県内

名古屋市 その他県外 回答なし

(%)
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（５）居住状況 

○「県内の他市町村から引っ越してきた」と「県外の他市町村から引っ越してきた」が、それぞ

れ30％弱と多くなっており、引っ越してきた人は合わせて60％弱を占めます。 

○「生まれてからずっと御嵩町内に住んでいる」が21.8％、「生まれは御嵩町だが、一時町外に

住んでいたことがある」が17.8％となっており今後のＵターンの可能性もうかがえます。 

 

図1-5 居住状況 

0 20 40 60 80 100

n=748 21.8 17.8 28.9 27.4

4.1

生まれてからずっと御嵩町内に住んでいる

生まれは御嵩町だが、一時町外に住んでいたことがある

県内の他市町村から引っ越してきた

県外の他市町村から引っ越してきた

回答なし

(%)

 

 

（６）引っ越して来てからの年数 

○「20年以上」が62.5％を占めており、最も短い「５年未満」は8.3％となっています。 

 

図1-6 引っ越して来てからの年数 

0 20 40 60 80 100

n=554 8.3 6.0 16.6 62.5 6.7

5年未満 5～9年 10～19年 20年以上 回答なし

(%)
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（７）居住形態 

○「持ち家」が90.8％を占めており、「賃貸住宅（アパート含む）」は4.3％にとどまっていま

す。 

 

 

図1-7 居住形態 

0 20 40 60 80 100

n=748 90.8

4.3 2.1 2.8

持ち家 賃貸住宅、アパート

その他 回答なし

(%)

 

 



7 

（８）居住地区 

【全体】 

○「中地区」が32.8％と最も多く、次いで「伏見地区」（28.7％）、「御嵩地区」（21.3％）、

「上之郷地区」（10.4％）となっています。 

【性別】 

○女性で「中地区」が36.9％と高く、「男性」では「伏見地区」が31.6％でやや高くなっていま

す。 

【年齢別】 

○30～39歳で「中地区」が43.7％と全体で見るよりも10ポイント以上高くなっています。 

○40～49歳と70歳以上では「伏見地区」（31％以上）、50～59歳では「御嵩地区」（27.9％）

が高くなっています。 

 

図1-8 居住地区（性別・年齢別） 

0 20 40 60 80 100
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男 性 (n=345)
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30～ 39歳 (n=71)
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50～59歳 (n=104)

60～69歳 (n=169)

70歳以上 (n=247)
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13.0

9.9

12.8

2.9

11.2

11.7
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27.8

13.0

19.7
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28.8

26.6

36.4

6.8

4.9

5.1

21.7
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4.3

4.8

3.6

3.2
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（９）居住地区別の性別・年齢 

【性別別（居住地区）】 

 ○上之郷地区と伏見地区では「男性」が多く、御嵩地区と中地区では「女性」が多くなってい

ます。 

【年齢別（居住地区）】 

 ○上之郷地区と伏見地区では「70 歳以上」が 40％前後と高く、御嵩地区では「50～59 歳」

（18.2％）、中地区では「30～39歳」（12.7％）が他地区よりも高くなっています。 

 

図1-9 性別（居住地区別） 

0 20 40 60 80 100

全 体 (n=748)

上之郷地区(n=78)
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中 地 区 (n=245)

伏見地区 (n=215)
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49.6

41.0
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55.9

47.9

4.3

2.6

3.1

2.9

1.4
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住
　
地
　
区
　
別

 

図1-10 年齢（居住地区別） 
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24.9
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２．御嵩町のイメージについて 

（１）御嵩町の住みよさ 

 

問１ あなたは、御嵩町は『住みやすい町』だと思いますか。１つ選んでください。 

【全体】 

○住みやすいと「思う」が55.6％と半数を超えており、「思わない」は19.7％、「わからない」

は23.4％となっています。 

○前回の2014年度調査結果では、「思う」が58.5％であり、今回は若干低くなっています。 

 

【性別】 

○男性で住みやすいと「思う」が57.7％で、「女性」よりも若干高くなっています。 

【年齢別】 

○70歳以上と40～49歳で住みやすいと「思う」が約60％と高く、50～59歳と20歳代以下で

「思わない」が26％以上と高くなっており、年齢別の一定の傾向は見られません。 

○子育て世代である30～39歳で「わからない」が26.8％と高くなっています。 

 

図2-1 御嵩町の住みよさ（性別・年齢別） 

0 20 40 60 80 100

全 体 (n=748)

男 性 (n=345)

女 性 (n=371)

20歳代以下(n=46)

30～ 39歳 (n=71)

40～ 49歳 (n=94)

50～59歳 (n=104)

60～69歳 (n=169)

70歳以上 (n=247)
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57.7

54.7

45.7

53.5
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60.3

19.7
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28.8

17.8

17.0
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1.8
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思う 思わない わからない 回答なし

(%)
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別

性
　
　
　
別
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【居住地区別】 

○中地区で「思う」が60.4％と高く、上之郷地区で「思わない」が28.2％と他地区よりも高く

なっています。 

 

図2-2 御嵩町の住みよさ（居住地区別） 

0 20 40 60 80 100
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上之郷地区(n=78)

御嵩地区 (n=159)

中 地 区 (n=245)

伏見地区 (n=215)
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28.2
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23.4

26.9
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(%)

居
　
住
　
地
　
区
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（２）御嵩町を自慢することができるか 

 

問２ あなたは、御嵩町をほかの町の人やお友だちに自慢することができますか。１つ選んで

ください。 

【全体】 

○「自慢できる」が25.7％、「自慢できない」が32.4％でマイナス評価が高くなっていますが、

「わからない」が40.0％と多く、自慢することができる住民を増やす余地があります。 

○2014年度調査結果では、「自慢できる」が18.9％であり、今回は７ポイント程度高くなって

います。 

 

【性別】 

○男性で「自慢できない」（39.1％）、女性で「わからない」（44.5％）が高く、特に女性に御

嵩の良さを分かってもらう必要があると思われます。 

【年齢別】 

○20 歳以下と 70 歳以上で「自慢できる」（28％以上）、特に 50～59 歳「自慢できない」

（41.3％）、40～49歳と70歳以上で「わからない」（約45％）が高くなっています。 

 

図2-3 御嵩町を自慢することができるか（性別・年齢別） 
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【居住地区別】 

○上之郷地区で「自慢できない」が42.3％と、特に高くなっていることが目立ちます。 

 

図2-4 御嵩町を自慢することができるか（居住地区別） 
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（３）御嵩町の住みやすさについての項目別評価 

 

問３ 御嵩町の住みやすさについてどのように感じますか。次の項目について、１～５のいず

れかの番号を選んでください。 

 項目 
住みやすさ 

住みやすい   住みにくい 

１ 自然の多さ １ ２ ３ ４ ５ 

    ※項目は12項目 

 

○項目別の住みやすさの評価について、評価が高い方の「１」、「２」の回答を合わせた割合を

見ると、①自然の多さ が約63％、治安の良さが53％で、特に評価が高くなっています。 

○次いで⑦近所づきあいの濃淡、⑤学校教育の充実、③災害リスクの高さがそれぞれ約 25％、⑥

買い物など商店の充実⑪中山道などの史跡の活用、②町外、町内への交通手段の良さが約 20％

となっています。 

○評価が低い項目は、低い方から⑧まちの活気、⑩公園など遊べる場の充実、⑨スポーツ施設等

の充実、⑫医療機関となっており、地域の活力や子ども、若者、高齢者の過ごしやすさにかか

わる項目となっており、定住促進を進める上で課題となります。 
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図2-5 御嵩町の住みよさについての項目別評価 
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（４）御嵩町での居住意向 

 

問４ あなたは、これからも御嵩町に住み続けたいと思いますか。１つ選んでください。 

【全体】 

○住み続けたいと「思う」が 55.2％、「思わない」が 7.6％で、定住の意向がある回答がない回

答の８倍程度と多くなっています。「わからない」は31.1％見られます。 

○2014年度調査結果では「思う」が63.7％であり、今回は９ポイント程度低くなっています。 

 

【性別】 

○男性で「思う」が 63.2％で女性より 15 ポイント程度高くなっており、女性では「わからな

い」が36.4％と男性より高くなっています。 

【年齢別】 

○70 歳以上では「思う」が 65.2％と特に高くなっていますが、20 歳代以下では 30.4％にとど

まっています。 

○「思わない」は 20 歳代以下（21.7％）と 50～59 歳（10.6％）で高く、さらに「わからない」

は59歳以下の層で高くなっており、中年以下の定住意識を高めることが課題です。 

図2-6 御嵩町での居住意向（性別・年齢別） 

0 20 40 60 80 100

全 体 (n=748)

男 性 (n=345)
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40～ 49歳 (n=94)

50～59歳 (n=104)
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【居住地区別】 
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○伏見地区で「思う」が61.4％と、特に高くなっていることが目立ちます。 

 

図2-7 御嵩町での居住意向（居住地区別） 
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３．町の施策全般について 

（１）満足の回答割合 

 

問５ （１）～（31）のそれぞれのまちづくりの施策について、どの程度満足していますか。

また、今後の重要度はどのくらいですか。１～５のいずれかの番号を選んでください。 

 

Ａ．これまでの満足度 Ｂ．今後の重要度 

満
足 

ま
あ
満
足 

ふ
つ
う 

や
や
不
満 

不
満 

特
に
重
要 

重
要 

ふ
つ
う 

あ
ま
り
重
要
で
は
な
い 

重
要
で
は
な
い 

(１)自然環境の保全 １ ２ ３ ４ ５ １ ２ ３ ４ ５ 
 

 

○「満足」と「やや満足」という回答を足した割合を見ると、「ごみ減量、リサイクルへの取り

組み」が 37.2％、「自然環境の保全」が 32.4％、「亜炭鉱廃坑への対策」が 24.3％と、環境、

防災面の項目が高くなっています。 

○満足の割合が低い項目は、「農業者の育成」、「商業環境の整備」、「農業基盤の整備」、

「観光の振興」という産業面、「住民が主体となる活動の支援 」、「女性の社会参加の促進」

という参加・活動面の項目や「効率的な行政運営」、「医療体制の充実」、「 公園や緑地の整

備 」となっています。 

【2014年度調査との比較】 

○2014 年度調査よりも満足度が５％以上高まった項目は、次のとおりであり、総合戦略における

環境、防災、雇用対策等の取組みの成果や、取組む姿勢が評価されたものと思われます。 

・自然環境の保全 

・亜炭鉱廃坑への対策 

・防災に対する体制強化 

・企業の誘致 

・低炭素社会への取り組み 

・雇用の確保 

○満足度が５％以上低くなった項目は、ごみ減量、リサイクルへの取り組み、上水道・下水道の

整備など、2014年時点で既に進んでいた項目と考えられます。 

○総合戦略の指標として使われている３項目は次のように、今回高くなっています。 

 ・亜炭鉱廃坑への対策 （2014）13.1％→（今回）24.3％ 

 ・防災に対する体制強化 12.3％→20.4％ 

 ・学校教育の充実 14.5％→17.3％ 
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図3-1 満足度（「満足」＋やや満足） 
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図3-2 満足度（2014年度調査との比較）   （％） 

今回 2014年度 今回ー2014

3 ごみ減量、リサイクルへの取り組み 37.2 42.9 △ 5.7

1 自然環境の保全 32.4 23.7 8.7

21 亜炭鉱廃坑への対策 24.3 13.1 11.2

6 防災に対する体制強化 20.4 12.3 8.1

18 企業の誘致 19.9 12.1 7.8

23 文化施設の整備 19.7 24.5 △ 4.8

28 上水道・下水道の整備 19.5 35.5 △ 16.0

2 低炭素社会への取り組み 19.0 9.8 9.2

26 幹線道路の整備 18.7 45.8 △ 27.1

4 学校教育の充実 17.3 14.5 2.8

13 保健サービスの充実 17.3 17.2 0.1

8 交通安全施設の整備 16.2 25.3 △ 9.1

22 中山道をはじめとする史跡などの整備 15.9 11.0 4.9

10 子育て支援の充実 14.9 15.4 △ 0.5

12 高齢者福祉の充実 14.0 13.6 0.4

7 防犯体制の整備 13.6 14.1 △ 0.5

24 美しい景観づくりの推進 13.0 14.2 △ 1.2

11 障がい者福祉の充実 11.3 12.2 △ 0.9

27 生活道路の整備 11.3 26.4 △ 15.1

9 スポーツ施設の充実 11.2 11.5 △ 0.3

19 雇用の確保 10.7 5.2 5.5

25 公共交通機関の充実 10.3 14.1 △ 3.8

29 公園や緑地の整備 9.3 13.2 △ 3.9

5 女性の社会参加の促進 8.4 4.7 3.7

20 医療体制の充実 8.3 11.3 △ 3.0

15 観光の振興 7.9 6.2 1.7

30 効率的な行政運営 7.5 6.3 1.2

31 住民が主体となる活動の支援 7.2 6.9 0.3

14 農業基盤の整備 5.8 4.3 1.5

17 商業環境の整備 4.8 3.6 1.2

16 農業者の育成 3.3 2.9 0.4  

（注）前回204年度調査において評価対象として示した項目が若干異なる。上水道・下水道の整備については前回

分けていた項目であり、その平均を前回結果として示している。 
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（２）満足度と重要度 

○満足度が低く、重要度が高い今後の政策課題を考える上で参考になる項目は、下記のように

なっています（満足の評点が低い順）。特に、高齢化が進むことへの対策にかかわる項目が多

くなっています。 

 ・商業環境の整備 

・公共交通機関の充実 

・医療体制の充実 

・生活道路の整備 

・効率的な行政運営 

・雇用の確保 

・交通安全施設の整備 

○満足度も重要度も高い項目には、「ごみ減量、地サイクルへの取組み」、「自然環境の保全」、

「防災に対する体制強化」、「保健サービスの充実」など、安心した生活にかかわる項目が目

立ち、引き続き今まで程度の施策を進めていくことが必要と考えられます。 

 

評点の算出方法について 
満足度の評点は「満足」を２点、「やや満足」を１点、「やや不満」を－１点、「不満」を－２点

として、それぞれ回答数に欠けて合計して、これらの回答総数で割った点数を示しています。 

重要度についても、同様に回答にウエイトを付けて算出しています。 
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図3-3 重要度と満足度の評点 
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（３）御嵩町が特に力を入れるべき施策 

 

問６ 問５の項目の中で、御嵩町が今後特に力を入れるべき項目はどのようなこととお考えで

すか。問５の（１）～（31）のうちで３つまで番号を選んで下の欄にご記入ください。 

 

【全体】 

○今後特に力を入れるべきこととしては、「医療体制の充実」と「公共交通機関の充実」が約

28％、次いで「亜炭鉱廃坑への対策」と「高齢者福祉の充実」が約 20％、「防災に対する体制

強化」が15.8％、「子育て支援の充実」が13.8％となっています。このように、医療・福祉、

公共交通、防災に回答が集まっています。 

○そのほかでは「企業の誘致」と「効率的な行政運営」、「雇用の確保」、「生活道路の整備」、

「学校教育の充実 」が約10％で並んでいます。 

【性別】 

○男性で「企業誘致」が 14.2％と女性よりもやや高くなっていますが、性別で大きな差はありま

せん。 

【年齢別】 

○20 歳代以下では「商業環境の整備」（17.4％）と「亜炭鉱廃坑への対策」（28.3％）、「生活

道路の整備」（15.2％）が、他の年齢層よりも特に高く、また、50～59 歳でも「亜炭鉱廃坑へ

の対策」（28.8％）が高くなっています。 

○30～59 歳で「防災対策の強化」（約 21％）、30～49 歳で「子育て支援の充実」（30～39 歳で

31.0％）、「公園や緑地の整備」（約 10％）が、他の年齢層よりも高くなっています。さらに、

30～39 歳では「学校教育の充実」（18.3％）、「美しい景観づくりの推進」（9.9％）、50～

59歳で「障がい者福祉の充実」（8.7％）も他の年齢層よりも高くなっています。 

○70歳以上では「高齢者福祉の充実」（25.9％）が、特に高くなっています。 

【居住地区別】 

○特に上之郷地区の回答に特徴があり、「自然環境の保全」（10.3％）、「高齢者福祉の充実」

（23.1％）、「雇用の確保」（15.4％）、「生活道路の整備」（16.7％）、「上水道・下水道

の整備」（15.4％）が、他の地区よりも高くなっています。 

○伏見地区では、「子育て支援の充実」（18.1％）が他の地区よりも高いのが目立っています。 
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図3-4 御嵩町が特に力を入れるべき施策（性別・年齢別） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図3-4 御嵩町が特に力を入れるべき施策（居住地区別） 
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図3-5 御嵩町が特に力を入れるべき施策（居住地区別） 
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４．まちづくりを進めてきた成果について 

 

問７ 御嵩町では人口の定住やまちの活性化に向けた取組みを進めてきましたが、次の各項目

について、この数年の間で効果が上がってきたと感じていますか。１～５のいずれかの番号

を選んでください。 

設 問  

はい           いいえ 

わからない 

（１）環境を大切にするまちづ

くりで活性化してきた 
１ ２ ３ ４ ５ 

  ※項目は７項目 

 

 

【参考】 

 平成28年度 平成29年度 平成30年度 

人口（当年４月１日現在） 18,718人 18,557人 18,445人 

CO2排出量 17.5t 18.5t 18.3t 

工業団地における町内居住従業員率 19.0％ 20.9％ 22.2％ 

空き家バンク制度を活用した移住者数 3人 0人 6人 

自主運行バス利用者数 22,618人 23,522人 24,069人 

古民家を活用した交流拠点施設 0か所 0か所 １か所 

特産品「みたけのええもん」認定数 16品目 18品目 19品目 

防災リーダー数（町内在住者） 150人 174人 193人 
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○効果が上がった方の評価「１」、「２」を合わせた割合を見ると、⑥亜炭鉱対策や地域におけ

る災害に強いまちづくりが進んだが約33％と高くなっています。 

○次いで、①環境を大切にするまちづくりで活性化してきたが約 23％、⑤魅力ある観光施設や特

産品が増えたと、 ②子育て環境や教育が充実して若い世代が元気になってきたが20％弱です。 

○④住みたい・住み続けたい環境づくりが進んだ（約 14％）、③農業や企業の活動が活性化して

雇用が増えてきた（約 13％）、⑦地域におけるお互いの支え合いが盛んになった（約９％）は、

効果が上がったという評価は低くなっています。 

 

図4-1 まちづくりを進めてきた成果 

0 20 40 60 80 100

環境を大切にするまちづくりで
活 性 化 し て き た (n=748)

子育て環境や教育が充実して若い
世代が元気になってきた (n=748)

農業や企業の活動が活性化して
雇 用 が 増 え て き た (n=748)

住 み た い ・ 住 み 続 け た い
環 境 づ く り が 進 ん だ (n=748)

魅 力 あ る 観 光 施 設 や
特 産 品 が 増 え た (n=748)

亜炭鉱対策や地域における災害に
強いまちづくりが進んだ (n=748)

地域におけるお互いの支え合いが
盛 ん に な っ た (n=748)
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５．日ごろの生活や活動について 

（１）日常生活や地域活動への参加状況 

 

問８ あなたの日常生活や地域活動等への参加状況についてお答えください。（１）～（15）

それぞれの項目について、あなたのお考えや行動に最も近いものについて１～４いずれかの

番号を選んでください。 

 

 

 

積
極
的
に 

取
り
組
ん
で
い
る 

取
り
組
ん
で
い
る 

あ
ま
り 

取
り
組
ん
で
い
な
い 

全
く 

取
り
組
ん
で
い
な
い 

（１）森林や川などの自然環境を大切にして親し

んでいる 
1 2 3 4 

 

 

 

○取り組んでいる（「積極的に取り組んでいる」＋「取り組んでいる」）の割合を見ると、(5)日

ごろから健康増進に取り組んでいるが約 56％が最も高くなっています。次いで、(9)犯罪に対

して注意したり防犯に心掛けていると(14)男女は平等であると意識し、仕事や家事に取り組ん

でいる、(2)エネルギーの節約や二酸化炭素削減の行動を心掛けているが半数程度見られます。 

○さらに、(6)子どもたちや子育て期の家族を見守っていると、(3)環境にやさしい商品を購入し

ているが 45％程度、森林や川などの自然環境を大切にして親しんでいる（36％）、災害に対す

る家庭内の備えができている（33％）が高くなっており、全体的に健康増進や男女共同参画、

防犯、環境保全へ取り組んでいることが目立ちます。 
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図5-1 日常生活や地域活動への参加状況 

 

0 20 40 60 80 100

森 林 や 川 な ど の 自 然 環 境 を
大 切 に し て 親 し ん で い る (n=748)

エネルギーの節約や二酸化炭素削減の
行 動 を 心 掛 け て い る (n=748)

環境にやさしい商品を購入している (n=748)

生 涯 学 習 活 動 や 文 化 継 承 の
た め の 活 動 に 取 り 組 ん で い る (n=748)

日 ご ろ か ら 健 康 増 進 に
取 り 組 ん で い る (n=748)

子 ど も た ち や 子 育 て 期 の
家 族 を 見 守 っ て い る (n=748)

近 所 や ま ち で 高 齢 者 や 障 が い 者 が
困っていたら相談に乗ったり助けている(n=748)

災 害 に 対 す る 家 庭 内 の
備 え が で き て い る (n=748)

犯 罪 に 対 し て 注 意 し た り 防 犯 に
心 掛 け て い る (n=748)

御 嵩 町 の 観 光 の Ｐ Ｒ や 町 外 の
人 の 案 内 が で き る (n=748)

趣 味 で 農 業 に 親 し ん だ り 、 農 業 の
体 験 に 参 加 し て い る (n=748)

地 域 の 外 国 人 と ふ れ あ っ た り
交 流 し て い る (n=748)

子 ど も た ち に 御 嵩 の 良 さ を 伝 え た り
住 み 続けて ほ し いと話 して い る (n=748)

男 女 は 平 等 で あ る と 意 識 し 、 仕 事 や
家 事 に 取 り 組 ん で い る (n=748)

仕事や家庭以外で、サークルや教室など
自 分 を 表 現 で き る 場 が あ る (n=748)
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（２）参加している地域活動やボランティア活動 

 

問９ あなたは、どのような地域の活動やボランティア活動に参加していますか。特に参加し

ている・力を入れている活動を次の1～32のなかから５つまで選んでください。 

【全体】 

○「自治会などの地域活動」が31.4％、「ごみの減量化、リサイクル活動」が26.9％と高くなっ

ています。 

○次いで、「趣味・余暇のサークル活動」と「伝統文化の継承、保護」が 10％強で、「健康づく

り活動」と「スポーツのサークル活動」、「名鉄・公共交通の利用促進の活動 」が 10％弱と

なっており、地域活動、環境や生涯学習・文化関連のほか公共交通の利用促進のための取組み

が行われていることが注目できます。 

○一方、「地域活動やボランティア活動には全く参加していない」が 25.7％であり、これらの層

の参加を促すことが課題と思われます。 

【性別】 

○男性で「自治会などの地域活動」38.3％と、特に高くなっています。 

○女性では「ごみの減量化、リサイクル活動」（32.1％）、「趣味・余暇のサークル活動」

（15.4％）、「子育て支援」（9.4％）が男性よりも高くなっています。 

【年齢別】 

○49 歳以下の若い層で「子育て支援」（約 10％）、30～49 歳で「子ども会活動」（17％以上）、

20 歳代以下で「スポーツのサークル活動」（13.0％）が、他の年齢層よりも高くなっています。 

○60歳以上の高齢層で「趣味・余暇のサークル活動」（16％以上）、60～69歳で「自治会などの

地域活動」（45.0％）が特に高く、「まちの美化、緑化に関する活動」（13.0％）も他の年齢

層より高く、高齢の層が自治会や地域活動の担い手となっています。このほか 70 歳以上では

「健康づくり活動」（15.4％）が、他の年齢層よりも高くなっています。 

○59歳以下で「地域活動やボランティア活動には全く参加していない」が30％以上見られ、若く

なるにしたがって高くなっています。 
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図5-2 参加している地域活動やボランティア活動（性別・年齢別） 
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６．まちづくりの進め方や方向について 

（１）子どもや若者にとっての住み続ける魅力の有無 

 

問 10 御嵩町は子どもや若者にとって住み続ける魅力があると思いますか。１つ選んでくださ

い。 

【全体】 

○子どもや若者にとって住み続ける魅力があると「思う」は 20.5％にとどまり、「思わない」が

31.6％と「思う」の1.5倍となっています。「わからない」が43.4％と多くなっています。 

○2014年度調査結果では「思う」が18.4％であり、今回は若干高くなっています。 

 

【性別】 

○男性で「思わない」が35.7％と女性よりも高く、女性では「わからない」が46.6％に達してい

ます。 

【年齢別】 

○39 歳以下で「思う」（23.9％）、「思わない」（41％以上）ともに、他の年齢層よりも高く、

50～59歳でも「思わない」（36.5％）が高くなっています。 

○女性や若い年齢層が魅力を感じることができるまちづくりの充実が求められています。 

図6-1 子どもや若者にとっての住み続ける魅力の有無（性別・年齢別） 
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【居住地区別】 

○伏見地区で「思う」（24.7％）が他の地区より高く、上之郷地区と御嵩地区で「思わない」

（35％以上）が高くなっています。 

 

図6-2 子どもや若者にとっての住み続ける魅力の有無（居住地区別） 
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（２）「住んでみたい町」、「訪れてみたい町」というイメージの有無 

 

問 11 御嵩町は、ほかの町の人から見て「住んでみたい町」、「訪れてみたい町」というイ

メージを持っていると思いますか。１つ選んでください。 

【全体】 

○ほかの町の人から見て住んでみたい、訪れてみたいと町のイメージがあると「思う」は 9.4％

にとどまり、「思わない」が 48.1％と「思う」の５倍以上となっています。「わからない」が

38.1％となっています。 

○2014年度調査結果では「思う」が6.2％であり、今回はやや高くなっています。 

 

【性別】 

○男性で「思う」が53.9％と高く、女性では「わからない」が41.5％と男性よりも高くなってい

ます。 

【年齢別】 

○20 歳以下で「思う」（13.0％）が他の年齢層よりも高なっています。20 歳代以下も含む 59 歳

以下で、「思わない」（52％以上）が他の年齢層で高く、特に 40～49 歳では 64.9％も見られ

ます。 

○本町は中年から若い年齢層が住み続けることができる魅力づくりとともに、対外的なイメージ

の改善や、町民が誇りを持つことが課題と言えます。 

図6-3 「住んでみたい町」、「訪れてみたい町」というイメージの有無（性別・年齢別） 
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【居住地区別】 

○「思う」が高いのが目立つ地区はなく、上之郷地区で「思わない」（52.6％）が高くなってい

ます。同地区の自然が豊かな特性を生かしながら、住みやすさやその魅力づくり、活力などを

高めることが課題と思われます。 

 

図6-4 「住んでみたい町」、「訪れてみたい町」というイメージの有無（居住地区別） 
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（３）若い人の定住や移住促進のための方策 

 

問 12 人口の維持・増加は全国的な課題となっていますが、あなたは、御嵩町に若い人が住み

続けることができたり、住む人を増やしたりするためには、今後どのようなことに力を入れ

るべきだと思いますか。３つまで選んでください。 

【全体】 

○「公共交通の維持・充実」と「雇用の場づくり」がそれぞれ約 45％、「買い物の便の向上」と

「子育て支援・子育て環境の充実」、「福祉や医療制度の充実」が 30％強、「学校・教育の充

実 」が 20.2％となっています。このように生活の利便性と子育て、教育などが挙げられてい

ます。 

【性別】 

○女性で「公共交通の維持・充実」が49.3％、「買い物の便の向上」が37.5％と、男性よりも高

くなっています。 

【年齢別】 

○59 歳以下で「子育て支援・子育て環境の充実」（概ね 40％以上）、49 歳以下で「学校教育の

充実」（23％以上）、39 歳以下で「防災・防犯環境の向上」（15％以上）などが、他の年齢層

よりも高くなっています。 

○20 歳代以下で「公共交通の充実」が 56.5％、30～39 歳で「買い物の便の向上」（43.7％）、

50～59歳で「雇用の場づくり」（59.6％）が特に高くなっています。 

○70 歳以上で「環境にやさしい都市としての充実」（10.9％）が、他の年齢層よりも高くなって

います。 
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図6-5 若い人の定住や移住促進のための方策（性別・年齢別） 
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（４）高校生などが暮らしやすく夢が持てるようにする方策 

 

問 13 高校生などが暮らしやすく、夢が持てるようになるには、どのようなことが必要だと思

いますか。あなたの考えに近いものを３つまで選んでください。 

【全体】 

○「就職することができ生活が安定すること」が 60.2％と圧倒的に高く、次いで、「若者が親し

むことができる施設やイベントがあること」が32.0％となっています。 

○「若者が仕事や学校以外でも活躍できる場があること」と「進学したときに奨学金などの支援

があること」が約 26％で、そのほかは「若者同士が交流したり出会う場があること」、「困っ

たときに相談に乗ってくれる人がいること」などに回答が分かれています。 

【性別】 

○男性では、「就職することができ生活が安定すること」（66.7％）と「進学したときに奨学金

などの支援があること」（30.7％）が、女性よりも高くなっています。 

○女性では「困ったときに相談に乗ってくれる人がいること」（22.4％）が、男性よりも高く

なっています。 

【年齢別】 

○59 歳以下で「進学したときに奨学金などの支援があること」（30％以上）が、他の年齢層より

も高く、就学支援を求めています。 

○このほか、50～59 歳で「就職することができ生活が安定すること」（67.3％）が特に高く、20

歳代以下では「若者が親しむことができる施設やイベントがあること」（47.8％）、30～39 歳

で「若者がスポーツや趣味を楽しむことができること」（26.8％）、「地域や企業が若者の意

見を取り入れること」（22.5％）が、他の年齢層よりも高くなっています。 
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図6-6 高校生などが暮らしやすく夢が持てるようにする方策（性別・年齢別） 
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（５）これからのまちづくりのキーワード 

問 14 あなたは、これからの御嵩町のまちづくりで重要になるキーワードは何だと思います

か。あなたのお考えに近いものを３つまで選んでください。 

【全体】 

○「少子高齢化対応」（46.3％）と「移動の利便性」（44.4％）が、並んで高くなっています。 

○次いで「災害対策、危機管理」（30.9％）、「子育て、子育ち」（27.5％)、「防犯、安全確

保」（26.2％）が高くなっており、これらの５項目に回答が集まっています。 

【性別】 

○男性では「防犯、安全対策」（29.6％）と「ワーク・ライフ・バランス」（16.2％）が、女性

よりも高くなっています。 

○女性では「移動の利便性」（47.4％）が男性よりも高くなっています。 

【年齢別】 

○49歳以下で「子育て、子育ち」が高く、39歳以下では50％以上を占めています。 

○20 歳以下で「歴史文化、伝統」と「ワーク・ライフ・バランス」（21.7％）、「インクルーシ

ブ」（10.9％）、30～39 歳で「ＡＩ、ＩｏＴなどの新技術」（12.7％）、「多文化共生」

（9.9％）、40～49 歳で「移動の利便性」（56.4％）、「コンパクトシティ」（13.8％）が他

の年齢層よりも高く、若い年齢層は特色がある意見を持っています。 

○70歳以上で「少子高齢化対策」（52.2％）が特に高くなっています。 
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図6-7 これからのまちづくりのキーワード（性別・年齢別） 
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（６）自由記入意見 

 

問 15 御嵩町のまちづくりについて、ご意見ご提案などありましたら、どんなことでも結構

ですのでご記入ください。 

 

○記入された意見を「自然・生活環境」、「健康福祉」、「教育・文化」、「産業・経済」、

「都市基盤」、「行財政運営」、「その他」の７つに分類し、各分類の中で細分化し、次の表

のとおりまとめました。 

 

自然・生活環境 

自然環境 ・自然豊かであり、個人としてはとても愛している。 

・御嵩町は住み良い（自然があふれている）町。自然と共生するような特徴を出してほしい。 

・自然を生かした施設作りやイベント開催で人が集まる町づくり。 

・将来についてはわからない。長い伝統や歴史を受け継いで自然に恵まれたこの素晴らしい地域を

守っていってほしいと願っている。 

・自然豊かなまちづくりも大切。おいしい空気、川をきれいに。 

・ホタルや大きなミミズ等が見られるめずらしい場所であり、秋ごろはとても風通しも良いので、今後も

こういった自然を大切にしていった方が良い。 

・太陽光発電施設を民家より半径50メートル以内には作らせないように厳しく取り締まって欲しい。（条

例変更） 

・後世の御嵩町民が苦しむことが無いよう、過去のエネルギー確保推進の国策で出来た亜炭廃坑の二

の舞にならないように喫緊の課題として、太陽光発電開発が自然環境破壊を招き、太陽光パネルが負

の遺産として残ることで未来の子供たちが苦しむことのないよう開発中止の対応を行政にお願いした

い。一刻の猶予もない、一つの認可がドミノ破壊となる。 

・御嵩町は環境モデル都市として低炭素社会の実現に向けて太陽光発電設備の設置を推進している

が、それが最優先されてはならない。町内の自然環境の保全と地域住民の良好な生活環境を保護・維

持することが第一でなければならない。太陽光発電設備が山間部や農地で設置される事例では、防

災や景観・環境等の面でさまざまな問題が予測され危惧される。電磁波（低周波）・反射熱・雑音・反射

光線など健康及び生活への影響が懸念される。町内自然環境の保全と地域住民の良好な生活環境に

大きな影響を与えることに配慮することが一番に重要である。現在或居宅に隣接して地続きに太陽光

発電施設の設置計画がある。私有地であれば何をしてもよいというものではない。近隣の生活環境へ

の配慮が必要である。今後の地域町民の快適な生活を守るために町でちゃんとした対応をして、不適

切な設置は食い止められる規制制度として条例を改正してほしい。住宅から○○メートル以内の設置

は不可。設置地主（土地を借りている場合は権利者）は県内在住者に限る。設置地主（土地を借りてい

る場合は権利者）は説明会に出席しなければならない、など。今までの地域住民の快適な生活を妨害

しない、設置する土地の特性を理解させ設置中及び廃止までの責任を自覚させるため、地域の町民

の意見を直接伝え議論し相互に理解していくために必要である。 

・自然環境を生かせていない。 

環境モデル都市 ・個人の環境への意識を高めるためにＰＲ。 

・森の幼稚園は美濃加茂あたりで聞くが、可児からわざわざ行かせている友人もいる。そこで「森の小

学校」という時間を設けて、豊富な自然環境をしっかり使う。例えば、校内に薪ストーブを取り入れて、

林業体験、薪割り体験等を行い、灯油を使わずに温かい教室になってエコにもつながる体験をしても

らうとか、そんな学校なら県外からでも来るように思う。薪ストーブを使って２年目ですが本当に冬が毎

日楽しいし、お金の節約になるので、町内でも設置者に補助金を出すとかしたら林業活性化にもなる

のでは？移住者には薪ストーブと１年分の薪をプレゼントとか。自然豊かな土地への移住を考える人

は薪ストーブも考える人は多い。これから育つ子供たちが自分の子どももこの町のこの学校に通わせ

たいと思わせたい！ 

ごみ減量・ ・ポイ捨てゴミのない町を目指して町民が協力して町の環境美化に取り組んで欲しいと思う。今頃に

なって地球環境（プラスチックゴミ等）が問題となっているが、対応が遅すぎるのが現状だと思う。道路
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リサイクル や川等に散乱する空き缶やコンビニの袋に入ったゴミを名にする度に心が痛い。 

・野焼きの煙について真剣に考えてほしい。朝から夜まで煙が漂っている為、汚染されて迷惑と感じ

る。 

・土日に利用できるリサイクルステーションの設置を望む。 

・御嵩町内をまわってまだきたないなと思われる所あり。やはり郡上の町のようにきれいだと人は近づ

いてくる。 

・ゴミ袋がうすくてすぐやぶれる。価格が高い。 

・御嵩町はごみ袋など近くの市町村と比べて格段に高く水道代も高いので、お金がかかる町というイ

メージが強い。 

・ゴミ袋が高すぎる。丈夫な袋にしてほしい。 

・燃えるゴミ袋、一人暮らしでゴミをこまめに出したいので、サイズをもう少し小さくして頂きたい。小サ

イズでも大きく感じる。 

・自治会をなくしてゴミの管理を町で行えば若い人達が住みたいと思ってくれる。 

・早朝６時頃、夜等の野焼きが多くて困っている。洗濯物ににおいがつく、家の中の空気の入れ替えが

出来ない。自然が多く、空気がキレイなのに残念。何か対策をしてほしい。 

防災・防犯・ 

交通安全 

・安心して住める町、防犯・災害対策の充実。 

・御嵩公民館の指定避難場所不可。可児川より下になり水に対して機能しないのでは。 

・自治会全てに防災コンテナを設置してほしい。（特に駅には必ず設置してほしい）。 

・防犯カメラの設置を多数取り付けてほしい。 

・街灯を増やしてほしい、夜になると真暗で道もよく歩けない。国道沿いも真暗で自転車の転倒もよくあ

る。 

・若者や多文化を増やしたいと思うなら治安についても対策を考えるべき。現に夜中でも家の側で爆

竹をしたり、バイクをふかしてのりまわす、キャハハとさわぐ人が多くて困る。 

・人々の生活のすみずみまで行き届いた活動をするというよりも、個人が自立し十分のびのびと生活

できる基盤であってほしいので、安全面は大事かなと思う。 

・御嵩町に２０年近くいて思うことは、災害に強いことは良いところだと思う。 

・３年間防災訓練に行きましたが３年とも同じことの繰り返し。本当に防災が起きた時に役に立つとは思

えない。九州で災害があった時職員が行っているので別の防災訓練をしないと行った意味がない。 

・昼間留守の家が多く、とにかく車は多いが歩いている人が少ない。空き巣に入られる確率が高くなる

と思う。防犯パトロールのような取り組みをしてほしい。 

・路上駐車に困っている。長年の積み重ねで当たり前のように毎日止めている方を見ると、モラルに欠

けていると思う。 

・夜にバイクがとてもうるさい。バイパスを走っているバイクの音がどこでも聞こえる。きちんとダメなも

のはダメと取締りしてほしい。 

・防災に力を入れて欲しい。メガソーラー反対。 

・空き家があるが、環境と防犯のための対策、有効活用等を望む。 

・夜、街灯が少ないので若い女性一人や学生の帰宅時に危ないので増やして欲しい。ポイ捨て対策

や防犯のために、町に監視カメラを増やしていくといいと思う。 

・亜炭対策含めた防災の活動がしっかり進められ全国トップの「安全なまち」が実現できればそれこそ

がＰＲになり、人が集まる町になる条件だと思います。 

その他 ― 

健康福祉 

医療 ・医療体制の見直しをお願いします。母が膠原病ですが、医者の問題などで町外の病院に通わざるを

得ず通院が大変。 

・御嵩町内に総合病院を設立してほしい。 

・病院、歯科がない。 

・病院等可児市まで行かないと用が足せない。車の免許がないと不便な町。 

・高齢者になると運転が出来なくなり、可児市、美濃加茂市の通院に大変困る。国民年金ではとても通

院出来ない。 

・医療費削減に向けてよい取組が無いかいつも考えている。大府の「健康の森」のように子供から高齢

者までわかりやすく健康づくりを学べる場があるとよいと思った。 

児童福祉 ・父子家庭でも住みやすい町づくり。母子家庭はどこでも手厚い手当があるが父子家庭になるとなにも

ない。男手一つで子供を育てるのは金銭的にも時間的にも大変。これからもっと父子家庭も増えると思
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うので、もっとこれから父子家庭でも子育てしやすい町づくりをしてほしい。 

・子育て環境や教育が充実して若い世代が元気になる町づくりをしてほしい。 

・子どもが住みたいと思える町づくり。 

・若者が住みやすく子育てしていてもお母さん達が仕事できるよういろいろな支援を考えて利用しや

すくしてほしい。 

・子育て、子供を産みやすい町づくり。 

・子育て支援が充実していれば若者が増えると思う。 

・子供の幼児が訪れられる様な児童館などボロボロ。子孫繁栄の為にも子供が安心して遊べるところを

検討してほしい。まちづくりというのはそもそも小学生・中学生などの現役の意見を大切に意見を聞い

てほしい。未来の為に本当にこれからの子供の意見を！ 

・結婚する男女が少なすぎる。子供が減る。 

・これからの若者が御嵩町に住み続けたいと思うには、地域活性化も必要だが、子育てしながら仕事

が出来る環境が必要。それには保育施設を充実し、近くに働ける場所があること。 

・ぽっぽかんの利用について、町外は有料にすれば良いと思う。 

・子育て世代が得する制度が多い程若い方が増えると思う。以前より住んでいる方々は「住めば都」だ

と思うので、愛着があれば子育てを卒業した世代のＵターンの方もあると思う。 

・先日第２子孫が誕生した。出産に選んだ西濃のレディースクリニックにお祝いに行ってまず驚いたの

が、病院がリラックスしたワンルームマンションの一室を思わせるほどだったこと。妊婦はもとより、配偶

者のベッドまで同室にあり、核家族が多い社会状況にあった心遣いに感心した。さらに第１子の孫の

保育園の送迎や退院後の食事の世話などを引き受けてくださるシルバー人材みたいな制度があると

か。自分の出産から40年の年月の間に共働き夫婦当たり前の社会になり、女性が安心して出産、子育

てができる環境が本当に大切だと思った。若い夫婦が御嵩町に住み、安心して子供を産み育て人口を

増やすためにも必要な手助けだと痛感した。 

・人口が少ないからこそ出来たであろう乳幼児学級（あいあいくらぶ）等で友人が増え横のつながりを

広く持てたことは、他の地域にはなかなかない事だと思う。 

・もっと若い世代が集まれたり遊べると良い。子育て世代としては、就学前、就園前から御嵩町の取り組

みは非常に良く、他市と比べてもうらやましがられる事もある一方で、公園が少ない事と公園の整備

（草が伸び放題でヘビや虫が心配）が出来ていないところがあり、遊ばせられない事が多い。 

・中児童館は老朽化により、安心して遊べない箇所もあるので、新施設がいつ完成するかとても気に

なっている。 

高齢福祉 ・家族が高齢になりケガなどもふえてきたため町の福祉制度を少しずつ利用するようになり本当にあり

がたく思っている。ケアマネージャーさんが月に１度訪問し大変親切にして下さっていて、何かあった

ときも家族だけではないと安心して働くことができる。今後も福祉に関する事業の充実を願う。 

・高齢者の住みやすい町づくり。 

・老人ホームが必要だと思う。 

・若い人は何かあってもすぐに行動ができるが、高齢者は日常生活全部、先不安ばかり。 

・お年寄りに健康を兼ね散歩をしてもらう。屋外に出て観光客などに会えば挨拶、世間話、観光地の話

など、地元の情報発信、少し足を延ばせば、伏見（東寺山古墳・願興寺桜・可児川堤桜など）、中・御嵩

（播隆上人名号碑・顔戸城址・可児川桜・宝塚古墳・愚渓寺・みたけの森ささゆり・城址公園）、上之郷（平

芝永林寺・すいれん・小泉神社・山車・鬼岩公園・可児川電気ダム跡・舳五山茶園）など最寄りの見どこ

ろを教えられると思う。 

・子育ての支援は大切だと思う。ただ、御嵩町はお年寄りも多い所。そちらの支援や、家以外での人と

の関わり方なども大切にしていきたいと考える。どんどん年齢は上がるのでどんな支援が受けられる

のか、免許がなくなって買物などどうしたらいいか、この先心配な人が多いと思う。 

その他 ・子どもや子育て世代、子育てしている人へのサービスを重視するのが町としての傾向だが、子供が

いなかったり、その世代に当てはまらない人にも税金を支払った分だけサービスを受けるべきだと思

う。税金を払うばかりで子ども、子育て世代にサービスを提供するばかりなのはお金を捨てるようなも

の。 

・将来的に老人が楽しめる場所があること。それには福祉、医療の関係が充実して安心な生活が出来

ることが必要。 

・筋トレ（マシン使用）教室が中地区には無いので欲しい。健康に役立つ。 

教育・文化 

学校教育 ・学校教育（小学校の少人数対応１クラス２５人未満くらい）の充実。 

・学校の整備など子どもたちが安心して遊べる施設など。 
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・いなかぐらしの良さを生かして町をつくり、こどもたちの声を聴き実行し大切に育てることで、御嵩と自

分や周りの人々を愛せる大人へ！ 

・学校、教育の支援。 

・小学校の建替えを！雨漏りしている学校なんて聞いたことがない。役場を直す前に子供たちに良い

環境をつくってあげてほしい。 

・子が産まれたとき、少人数の小中学校に通うことになることに少し不安があったは、今は親の顔がお

互いわかっている環境もよさそうだと感じ始めている。でもやはり、少なすぎる（同学年が１０人以下）の

もかわいそうに思える。そこで、昨年あたりから他校の学区の子も上之郷地区へ移動できる制度ができ

たと耳にしているがどれだけ効果が上がっているのか・・・？もっと特色がないと人は寄ってこないの

ではないか。授業が手厚いので勉強に遅れる子がいないとかは聞きますが、もっと例えば上之郷小

中１２年通ったら英語が話せるようになって、中学校の修学旅行はイギリスへホームステイとか、もっと

偏って、シュタイナー教育を一部取り入れてみるとか（求めている人は移住してでも来ると思う。）。 

・どの学校も少人数となってきている。学ぶ場、スポーツ、部活において少人数がネックになる。せめ

て、中学は町内ひとつにすると交流も深くなり、郷土愛、きずなが増してくると思う。少人数ならではの

いじめも多い。少人数に苦労しながら義務教育を過ごしている子が多すぎる。中学を合併することで、

クラス替えなど問題解決につながるであろう議案も良く目にする。これでは将来この地に良いイメージ

が持てず、残りたい残したい気持ちも生まれない！！子供たちの出せない苦しい声を聴いてあげて

欲しい。 

・若者に魅力ある「まち」をアピールするうえで、東濃高校の改革というか、ＩＴエンジニアを育てるような

学科はできないだろうか。 

生涯学習 ・中公民館の建て替え改修案は計画ないか。建物がかなり古く外観もお化け屋敷のよう。町外からもそ

んな意見を聞き、恥ずかしい思いをした。他の市町村はきれいな建物が増えていて、今後のきれいな

町づくりの課題にしてほしい。 

・ホールが中公民館のホールではさみしい。もう少し広さのあるものを作ってもらえると良いと思う。 

・可児カルチャーセンターのチラシを見るたびに、御嵩町にもこのような施設があったらと思う。特に音

楽コースが大変魅力的。高齢者の方で特技のある方がいたら、音楽コースを充実していただけたらな

あと思ってしまう。 

・文化施設（ホール）が無い。大勢の人が集まれる場所が欲しい。 

・今でしか聞けない知識や昔話に花を咲かせてもらう場があると良い。第2冊目のじいさまから聞いた

話の発行は。 

社会体育 ・Ｂ＆Ｇにプールがあるが子供が１日遊べて町外からも人が集まるようなプールを作ってほしい。現

状、小牧か各務原まで行かないとない。 

・Ｂ＆Ｇのプールが夏場しか使えずとても残念。通年使えるとありがたい。 

史跡・文化 ・可児市（アーラ）美濃加茂市（文化会館）富加町（タウンホールとみか）など他地域にあるような文化施

設がないのが残念。 

・芸術・文化を高める活動を増やす、かりに御嵩町在住でいい芸術家がいてもそれに対して発表をす

ることもないしまた、役場職員、町長などが参加して自分自身の芸術に対する目を高めることもしない。

御嵩町の歴史や文化を高めようと思うならまず、御嵩町を盛り上げるためまず足を運ぶことが大切。

今、八百津町では八百津町盛り上げ隊と題していろいろと工夫している、もっと発想を良くして皆が意

見出しあい、町議会議員ももっと自分の目や頭を高めてほしい。 

・歴史的文化がたくさんあるのに上手に使用できていない。 

・御嵩町は歴史と文化のまちだから、もっと昔の中山道を意識して子供も大人も伝統を伝え、また受け

継ぐことを望む。特に御嵩町じいさまから聞いた話などの読史は忘れがちだから力を入れてほしい。 

・今年度は、御嵩城祉の整備予算が付いているようだが、期待している。 

・旧中山道の早急な整備、特に御嵩町内から伏見まで。 

その他 ・山村留学を行ってはどうか。 

産業・経済 

農林業 ・動物に優しい町にしてほしい。いのししは害獣ではない。おなかをすかせて町に出てきているだ

け。実のなる木を植えてほしい。 

・山林の保全、耕作地放棄の対策。 

・近年、田畑の荒地がひどく多くなった。 

・御嵩町に来れば儲かると思われるような町であってほしい。若者が農業をすると儲かる場所にしてほ

しい。農家のイメージ改革を！せっかく自然があるから田畑を使わないともったいない。 
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・耕作放棄地が増えている。誰もが簡単に農地を借りられるシステムがあると良い。ネット上でフリー

マーケットが流行しているという事は、「他人の物を使う抵抗がない」ことを示していて、ネットを使用し

なくても欲しい方、譲りたい方がわかるような窓口があると良い。 

・御嵩町内は農業で野菜とか沢山作っている方がみえるので、町内で採れたて野菜を販売して欲し

い。スーパーマーケットでなく、専門店（野菜・魚・肉）があった方が町内で買い物する人が増していく

のではないのかと思う。 

・近所の用水路に蓋がされておらず、先日も小学生が自転車に乗っている時に用水路に落ちてとても

危険だった。 

商工業 ・娯楽施設がほしい。 

・雨の時でも遊べる広い施設が（ショッピングセンター以外）あると家族で過ごせる内容が充実していく

と思う。 

・若いお母さんたちが気軽に集まれるおしゃれでおいしいカフェ。 

・可児市を含めて、スーパーは多過ぎる。近くにコストコが来てくれたら最高。 

・コストコやイケアに近いショッピングモールを作ってほしい。スタバもほしい。 

・買い物の場所、レジャー施設がないと若者は集まらない。自分たちで行けないと、他から来てもらうこ

とも考えると工夫がいる。 

・自分が高齢者になった時を考えるお店が少なすぎる。自分が長時間歩けなくなったらと思うと不安。 

・ラスパや高速、住宅地などここ最近活性化してきたが商店街はさびれ町の中心的な場所がなくなって

きている。 

・ラスパがあるがもっと大きな商業施設をつくってほしい。子供も高校生も集まりやすい。 

・とにかく上之郷地区にスーパーかコンビニを！！お願いします！！あと飲食店。 

・御嵩町の中に生活に必要な又はレジャー施設がないので、可児市へ行かないと生活できない点が

多い。可児市には無い大型スーパー、レジャー施設を作れば人口も町外からも人が出入りし住みたい

街になる。せっかく高速道路が近くにあるのに町内の人間が外に出やすいが町内でお金を使うことも

少ないので町が潤わない！！ 

・自動車や自転車にも乗れなくなった。歩いて行ける所で買い物が出来るのが楽しくとても嬉しいこと。

せめて、移動スーパーを行って下さる店が来て頂ける事を望んでいる。 

・以前、イオン誘致の話しがあったが、無くなってしまいとても残念。 

・スーパーが夜9時くらいまで営業しているとありがたい。 

・ちょっとした商店街があると楽しい。フルで働いている人も多い為、お惣菜等を取り扱う商店街がある

といい。よくＴＶでやる食べ歩き等楽しそう。 

企業誘致・ 

雇用 

・農業や企業の活動が活性化して雇用を増やして生活しやすい町づくりをしてほしい。 

・御嵩町には車での移動手段としては高速道路のIC・国道もあり、あとは立寄ってもらう為には、大型商

業施設誘致また働く場所の確保の為の企業誘致が必要。 

・若者が好む飲食・衣料、音楽の店の誘致。 

・商業施設及び娯楽施設の誘致。 

・企業の誘致による雇用の創出若い人が生活をしやすい低家賃の住宅の提供や保育園の充実など。 

・現在はインターネット技術でどこでも仕事ができるシステムができている。そのような企業を誘致し子

育て支援を充実しワーク・ライフ・バランスの良い地域にできる可能性がある地域だと思う。人が増えれ

ば他の課題も少しづつ改善できていくのでは。課題は多いと感じるが多くの人が協力してくれる地域

なので頑張ってほしいと思う。 

・社会人になって以降ますます若者離れを感じる。近くに少しでも家から出て買い物に行こう時間をつ

ぶしに遊びに行けるような場所があれば町中住民も買い物に行きますし町外からもその場を求めて町

に訪れる住みつく人も増えるのではないか。若者の流出を止める、また呼び込むにはこういった場所

や施設を造ることが一番だと思う。 

・大手企業を誘致して雇用と収入を安定するようになるといいと思う。それなりの収入がないと生活も苦

しいので、やはり雇用問題は大事だと思う。 

・田舎であることを利点とし、利用していない土地に企業誘致が町全体を活性化すると思う。御嵩イン

ターもあるので遠方からもアクセスしやすい！「イオン」「コストコ」などの人気企業の誘致を希望。 

・工業団地がもっと増えれば人口が増え町が栄えるのでは？ 

・高速道路が近く物流の流れが良いと思うので格安で大手企業に土地を貸してあげたら良いのでは。

雇用が増える。 

・コミュニティバスの便が少ない。 

・将来のまちづくりについては重要なことばかりだが、まずその前に雇用の場づくりではないか。生活
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が安定しなければいくら良い町をつくっても人は来ないと思う。 

・これからどんどん高齢化社会になっていくのに年金は減っていく。それを補うためにも収入があると

良い。これだけ人手不足の世の中なので企業と人の仲立ちをする人がいれば良いと思う。・ 

まだまだ町内の団地等空きが多い。企業を増やし町内に家を建てて欲しい。大きい会社の誘致。 

・工業団地も建物が増えてきた。更なる企業確保を。 

・子供が小さくても働きやすい雇用を町もどんどん推進して欲しい。 

・バイパスの一角に企業・工場誘致をするか、できなければ他所からの住民の移住を促進させるため、

いろんな診療科目の医院を集めて総合病院ならぬ「病院村」はできないだろうか。 

観光 ・子供から老人迄誰もが気軽に楽しめる場所があまりにも少なく感じる。大層なことは必要ないと思う

が、歩ける場所（里山付近とか）ちょっとした健康器具（手作りでも良）が設置してあるとか、自然が財産

と思うとそんな場所いっぱい存在している。ちょっと出掛けてみようがいっぱいあると楽しい。 

・観光、御嶽宿・愚渓寺の整備をして人を呼べる町にする。 

・御嵩駅を降りて中山道の通りを直進すると御嵩らしい伝統的な施設がたくさんあっていい観光地だと

思うす。しかし、所々に現代風な建物があるため、せっかくの景観が台無しになっているようにも感じ

る。他に、今は若者がtwitterといったSNSで写真をあげていることが多いので、御嵩でも、若者がみん

なに見てほしいと思えるような場所、名産品、食べ物、文化などが必要なように感じる。アイデア・企画

コンテストを聞いて、若者から意見をもらうのもいいのではないかと思う。 

・エコビアガーデンの充実。 

・町の活性化、いきいきとした町づくり若者のとりこみの一貫として空き家対策として食でも手作り品でも

販売をしてその若者達が生活していける様に町が援助。犬山市や大須のような、短期間で大きな違い

をうみだしたところを見本にしてほしい。 

・観光スポットがないので、もう少し頑張ってほしい。ドラマのロケ地のような。 

・全国的に見てそれ程観光の目玉としてＰＲしても仕方がない事をＰＲし続けるのは費用対効果の観点

からみるともったいない。観光客が呼べる程のものかとしっかり議論して欲しい。 

・中山道宿に休憩所、食事する施設が少ないし、道路標識、案内看板聞く人もいない。 

・レジャー施設と歴史両方で町起こしをするのではなくて、どちらかに特化した方がよいと思う。中山道

や（街灯を和風にしたり）御嵩宿等歴史でＰＲするなら、もう少し和風（昔の町みたいな風景）にしたら人

気が出ると思う。 

・御嵩町駅から中山道を歩く人が楽しめる様な商店街の活性化があると良いと思う。空き店舗の活用。 

・御嵩の地に花の名所（桜とか花桃等）を造って県内外から花見客が訪れる様な場所が出来るといいと

思う。 

・せっかく自然が豊かなのに、自然を生かした観光を取り入れていないのがもったいないと思う。ネイ

チャーツアーをするとか、森で子供たちが遊べるようにするなど、森を壊さずに出来る観光をぜひ取り

入れてもらいたい。 

・広見線と21号バイパスを絡ませる「まちづくり」が必要である。21号バイパスには東海環状自動車道の

可児・御嵩インターがあり、花フェスタの観光客が訪れる。近隣の多治見には、土岐アウトレットがあり、

2、3年後にはイオンモールもできる。三河地方からこれら施設に多くの観光客が訪れるため、これら観

光客をターゲットとして21号バイパス沿いに「グルメロード21」と称した大きな飲食店街ができないだろ

うか。（昔の沼津インターのような。）または、遊園地、巨大テーマパークの誘致は時代錯誤だろうか。

成功すれば広見線でもお客が来るかもしれない。 

・新丸山ダム工事が続いているが、御嵩町側からの観光スポットはできないか。 

地域振興 ・自然環境もよく田舎感も有る中で子供たちが外で遊んでいる姿を見ることがなく、町内でも人の往来

も無く淋しい。人がいつでも楽しく集えるところが有るといい。 

・「みたけのええもん」と、スタバ、タピオカ店とのコラボ。 

・人気のカフェレストランオーナーなどを講師に招き教室を行う。 

・御嵩町に魅力はありませんが駅前のビアガーデンは好き。町を良くする為の活動が町民に対して伝

わっていないと思うので「本気」が感じられない。 

・御嵩町にはこれというものがなく町外から人が集まるような魅力がある町にしてほしい。 

・町の運営側がどうするかよりも、自立し面白いアイデアを持った人が町の中に増えることでその輪が

広がり内側から活性化すると思う。 

・人を引き込む、またはとどめる何かがあれば良いと思う。 

・コストコやイケアに近いショッピングモールを作ってほしい。スタバもほしいです。 

・「よってりゃあみたけ」では、「筋トレ館」を開放してゆかたの着付けができたのに。可児市の祭りで

は、開放して着付サービスまでありました。住民が喜ぶような血の通ったサービスが足りないと思っ
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た。 

・空き家をリノベーションして賃貸等してほしい。空き家が増えすぎていると思うが、その空き家をもっと

有効活用したほうが良いと思う。 

・夏に花火が上がるようになった事は良い事だと思う。これからも続けて欲しい。 

・駅のビアガーデンがあまり知られていなくて毎回同じ人が来ているだけのイメージ。ビアガーデンの

時に子供がロータリーに飛び出したり、大人がたむろしていて、駅への子供を迎えに行くとき等にかな

り危ないので整備をして欲しい。 

・小さな町だからこそ夏祭りに一つ加えて欲しいもの。ポリスＤＪならぬ、名付けてsmall town DJ。メリット

はお祭りで浮かれた気持ちを穏やかに。心和らぎ、マナーも守ってくれる。事故をしない様帰宅出来

るのでは。男性・女性ＤＪそれぞれ人気がある。若い方はＤＪを楽しんで喜んでもらえると思う。 

・郡上や美濃のように古民家や古い町並みに若い世代が住んだり、お店が出来るような補助や取り組

みを期待。 

・中山道は御嵩にとって推しポイントかもしれないが、その人達はお金を使うわけではない。歩いて通

り過ぎる人。そこではなく、違うところで観光客を呼べる何かが必要だと思う。高速道路やＳＮＳなどが

ある中、田舎でも人は呼べる。自然を生かしたレジャー施設や、そこに付随する出店等、せめて、半日

過ごせる場所があればいい。買物、飲食店、職場、レジャー施設それらが整っていれば規模は小さく

ても、住み易い町になると思う。 

・広見線沿いに可児市Ｋルートの延長として遊歩道を整備し、可児駅から遊歩道を歩いて御嵩駅まで

来たのなら、帰りは広見線で帰るとかできないか。 

・「まちづくり」の中心を上恵土地区として、そのエネルギーを利用して東の方へ発展させるという手も

ある。 

その他 ・若者が定住する町づくり。 

・町でも年に100人人口減、今後多くなると思う。 

・若者への進学、就職支援、夢を応援できる仕組み、制度を充実させてほしい。 

・町の自慢と問われても、具体的に押すことのできるものが思い浮かばないのが本音。 

・空き地による雑草対応をやって頂きたい。自宅の隣がそうで自分で自主的に草刈をしている。老朽化

による空き地対策を考えて頂きたい。 

・御嵩町は住みやすくとてもいい町だと感じているが、その理由の一つは隣接市（可児市の商業施設

や土岐市のアウトレットなど）への距離が近いという事であり、御嵩町内ではあまりないというのも事実。 

都市基盤 

亜炭鉱廃坑対策 ・亜炭鉱廃坑の補てんを至急行ってほしい。 

・亜炭鉱廃坑事業を十分して、まずは御嵩町の地盤が安全だと皆に思ってもらえるように。 

・亜炭鉱廃坑への対策を進めてほしい。 

・御嵩町は亜炭鉱のイメージでマイナスが大きい。亜炭鉱対策の進行状況をインターネットなどで日々

公開してほしい。 

・亜炭鉱の心配があり、他の市町村の方にも心配される。どこに穴が開いているのか正確に分からず、

もし大きな地震があった時が不安。 

・御嵩町は自然が豊かで災害も少ない所だと思う。亜炭鉱の後も少しずつ工事が進み、穴だらけの御

嵩町に住みたくないと息子達も出ていったが、将来的には故郷に帰ってこられるように町政の力で生

活しやすい町づくりを成し遂げてほしい。 

・御嵩町といえば亜炭鉱廃坑があり、いつ落盤があってもおかしくないというイメージは根強く、「良く住

んでるね」と言われることも少なくない。胸をはって「御嵩に住んでいる」と言えるように明るいイメージ

を定着させてほしい。 

・炭鉱イメージで住みたくないイメージがある。県外の人が住みにくい町と決めつけているので対策を

早くして欲しい。 

・御嵩町において重要な対策事業は、地下が空洞になっている亜炭鉱廃坑を、全て充てん工事を行

い、「町内には地下空洞が有りません」と町内外に発信出来るようになる事が理想。御嵩町内どこでも住

宅が耐震構造であれば地下の事は心配いりません、地震が起きても大丈夫となり人口の増加につな

がると思う。ほっとみたけ2019年7月号には現在の充てん工事進行状況が詳しく記載されてよく分かっ

た。今後も定期的なお知らせを望む。 

・昔亜炭を掘っていて地下が空洞になっていて、いつ落盤するかわからないので御嵩町には住みた

くないと言う意見を聞く。 

・バイパス沿いは魅力ある場所だが、「亜炭鉱跡地問題」がネックになって、今までもモール進出計画

が挫折した。やはり、充填工事などの対策ができて、安心安全宣言がなければ、企業工場も住宅も集
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まってこない。 

景観 ・毎朝の散歩で眺める道路沿いの草木は何か心温まるものである。最近はその道路沿いの雑木及び

竹林に全く手が入っておらず胸苦しさを感じる。 

・景観に力を入れて欲しい。どこまでも続く並木道・町並み等、美しい町づくりを今後期待している。 

公共交通 ・名鉄広見線新可児～御嵩間の開業100周年に向けたイベントを名鉄と可児市と御嵩町で大々的にイ

ベントをして頂きたい。 

・ますます高齢化が進む。もっと充実した移動手段を拡充してほしい。現在の一部地域（御嵩地区）の

バス運行はいかがなものか。 

・利便性の継続、名鉄広見線の維持。 

・名鉄広見線を絶対に無くさない。電車がなくなると絶対御嵩町は哀通する。 

・名古屋などの都市に出るには可児まで一旦出る必要があるが、そもそも可児まで行く移動手段の選

択が少ないと思う。また、ICカード専用の改札を導入すべき。Manacaを持っていないと周囲から馬鹿に

されて辛い。 

・高齢化社会になり、人生１００年時代、自動車に乗れなくなったら移動に便利な（歩いてでも移動でき

る）可児市等町なかへ移住することを考えている。特に上之郷の山の中では生活していけない。もっと

使いやすく便利な公共交通システムが構築されることを望む。 

・名鉄がなくならないようにしてほしい。学生が特に困るので！ 

・公共交通機関の整備。 

・移動手段である鉄道は、元が引けない状態であると思う税金を大切に使用してほしい。一生懸命働き

納税しても悲しい。たくさんの赤字そして存続運動している人さえ、毎日乗車されていないと思う。議員

の方も定例会など乗っている人か？どれだけ鉄道が不便か？わかると思う。 

・広見線を残す活動をしているにもかかわらず、各駅にスロープがいまだ設置されておらず、車いす

使用者やご高齢者の方の不便さを理解して活動にとりくんでいただきたく思う。広見線を守る意味を活

動の中で話し合うべき今の課題と思っている。健常者だけが公共の場を使用しない。障がい者も高齢

者も利用する。可児市と相談して私たち町民にいち早く見せていただけることを願っている。 

・広見線は必須。なくなるのは大ダメージ。程よい田舎御嵩町は住んでみてありがたみが実感できる。 

・町内バスが不便。 

・自分自身が年齢を重ねるごとに、交通の利便性や施設の充実を願うようになった。 

・鉄道を無くしたら町は衰退する。広見線は残すべき。そのように力を入れてほしい。 

・明知線や他のローカル線のようなイベント列車の企画を。光秀にからんで。 

・公共機関は充実していないといけないと思う。車の事故が多い中、バスは必要。 

・今のふれあいバスは大変不便で、高齢者が外出する時はいつも子供たよりになってしまう。 

・名古屋まで通勤していた頃、名鉄の特急準急がどんどん減り、ついに準急しか新可児まで来なくな

り、泣きたくなった。交通機関が充実すれば、人口が増えると思う。 

・名鉄はなくさないで！！ 

・電車は御嵩に住む人たちにとってとても大切な交通手段。子供たちには電車を利用するように言っ

ているが、”駅まで遠い”という理由で電車には乗らず、車で送り迎えをすることが多々ある。こういう”

移動の不便”によって電車が使われないのはもったいないので、バスをもっと活用できたらいいな、と

思う。朝や夕方に本数を増やして、近所のバス停から駅までバスを出すとか、雨の日など電車を利用

する子も増えるので、どうしたら電車に乗ってもらえるか、色々なやり方があると思う。 

・子育てに関してはとても住みやすく、すごしやすい地域だと思うが、高校生くらいになると、通学に不

便さを感じ、やむなく転居ということを考えなければいけないのが難点。共働きが多く、送迎の負担が

かかってくる。御嵩から直接土岐や多治見に行けるとありがたい。 

・ふれあいバスについて、ラスパ方面行きがなく、近くのお年寄りが残念がっている。 

・御嵩口駅にも駐車場を作ってほしい。 

・御嵩町は車がないと生活できない町になっている。これから高齢者が増え公共のバス電車がないと

生活できなくなる。車を持たない人でも普通の生活ができる町にしてほしい。 

・子育て世代にとってぽっぽかんは魅力的な施設だが、食事ができる場所などの不便さによって、町

外に出なければならない。車を使わなくても安心して生活できるようなまちづくりを。 

・交通の利便性を考えてもらいたい。 

道路整備 ・Ｃ３東海環状道の「可児御嵩ＩＣ」付近の４車線化をNEXCO中日本と国（国土交通省）に要望してほし

い。（片側１車線での合流が危なく感じる。） 

・道路路側帯ライン、停止ライン、横断歩道のライン等さまざまな施設において消えているか、消えか

けていることが実に多い。安全確保の為には道路からの情報が取入れにくくなっているので、道路の
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整備維持に積極的に進めていただき、交通事故を減らすように願う。 

・バイパス沿いに生えている草が、とても気になる。背丈もかなり伸びていて見通しの悪いところもあっ

て、運転していてもとても気になる。草を刈ってもらえるとありがたい。 

・道路脇の細い溝が多く、溝の方へ低く傾いているので転びやすい。ふたがあると安全。 

・町の中の道路やそのまわりをきれいにする。犬のふんやペットボトル、食べ物の入れ物などいたると

ころに落ちている。よく歩く道の除草をしてほしい。へびがいる。 

・国道21号線等の路肩の草がのびて高くなっていて、走ったりする時危ないと思う。運転していても先

が草で見にくいことがあるので草刈りを定期的にしてほしい。 

・バローの南に橋がありますが狭くて使い勝手が悪いと感じている。特に朝小学生が通ったり、高校生

が通ったり、そこへ自転車で通ろうとするととても危ない。赤いコーンが立ったせいでますます狭く

なって危ないのでベルを鳴らしますがお年寄りの方は車の騒音などで聞こえづらいので気づいてい

ただけないことの方が多く、どちらかが通り終わるまで待っていることが多い。片方にしか歩道がない

ので、夕方などは逆に、可児方面から帰ってくる高校生やお年寄りなどが歩道のない側を自転車で

通っていることが多く後ろから来る車の通行の妨げになっていてとても危ないです。何か良い方法が

あればぜひ改善していただきたい。両側に歩道を作っていただけたら。 

・国道21号の４車線化。 

・上恵土、伏見の交差点が危ないからなんとかしてほしい。朝は学生たちが多く車で出るのも危ない。

歩道がないから。信号の時間が短いから、渋滞がすごい。 

・御嵩町内の町道等の草木の撤去及び、町道の舗装工事を要望しても予算に限りがあると言う、なかな

か良い返事がもらえない、それどころか各自治会にボランティアでお願いしたい等と言う、なかなかう

まい話である。無駄な景品をばらまくイベントを即刻中止すべきで、少しでも町道の舗装工事などにそ

の予算を役立ててほしい。 

・町内の小さな川に掛かっている橋に転落防止と思われるガードレールにより本当の緊急時に救急車

がその橋を渡れず遠回りをして救急場所に行かなければならなかったりする。命に係わる重大なこと

であり、これからでも地元によく話を聞いて協議して撤去なり高さを変更するなどして、早急に救急車

が通れるように配慮してほしい。 

・車の通らないところ（あまり入らないところ）の舗装が崩れいつまでもきれいに整備されていないた

め、崩れてしまっている。 

・自治会から町へ道路（町道）の整備要求を7～8年前から提出しているが、なかなか整備されない。5

～6年にはなんらかの修理、整備されていくべきだと思う。町道は町が管理、整備されるべきで、いくら

使用頻度が少ないとか予算が無いなどで整備されないのはおかしい。 

宅地整備 ・住宅地を増やすこと。若者の農業離れの用地を買収し、宅地開発し町外の住民を増やすとよいと思

う。 

・住宅団地など整備して若い世代の定住が進むと全てうまくいくような気がする。それには魅力がある

町づくりが必要だと思う。 

・リフォームについての助成金もない。御嵩には何もない。 

・もう少し、マンションやアパートの整備をし、家賃設定をしても良いのでは。内観も古いと感じてしまう

物件が多い。 

上下水道 ・水道料金が高い。 

・水道の値段が高い、値段を下げてほしい。 

・水環境インフラは充実しているが、水道料金が高い。 

・利水権を持っていない為でもあるが、水道料金があまりに高い。これから民営化される方向にもある

ため、今後の水道料金が心配。 

治山・治水 ・土砂崩れ対策を行って欲しい。 

公園・緑地 ・公園が各地区に少ないため、道路で遊ぶお子さんが多いように思う。ぜひ、各地区に公園、子供が

安心安全に遊べる場所を作って頂きたいと思う。 

・各地に公園を整備するのではなく、南山Ｂ＆Ｇ公園より規模が大きい多目的公園を１つ整備していた

だきたい。御嵩といえばこの公園といったようなイメージが良く、若年から老人まで足が運べる公園を

作ってほしい。緑あり、水あそび場あり、軽食（喫茶店）あり、散歩コースあり、芝生あり、遊具ありの公

園。 

・人工的な公園を造るより、自然森を残した何もない里山がいいと思う。 

・公園がなさすぎて本当に困る。岐阜市の徒渉池は本当に良かった。 

・上恵土に住んでいるが、公園がなく可児市まで行く。公園を作ってほしい。 

・子育てをしていて、小さくても良いので、もっと公園があるといいなと思う。そうすれば、子供同士、親
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同士のつながりも、より増えていくと思う。室内はぽっぽかんが充実しているので外遊びも公園があれ

ばもっといいのにと思う。 

・ＢＧの公園遊具が安全かどうか見直して欲しい。綱木グラウンドの公園の遊具を直して欲しい。サビだ

らけで安全に遊べない。 

・子供たちが安心して遊べる最寄りの公園が無いので、設備を整えて頂けるとありがたい。 

その他 ・少子高齢化対策としてのコンパクトシティ化等。 

・コンパクトシティに全力を注いでほしい。 

行財政運営 

住民参加・ 

コミュニティ 

・まちづくりを主体的に取り組む団体（NPO・まちづくり会社）を育成すべきと考えます。行政的視点以外

のアイデアや取り組みが期待できる。 

・町内にあるサークル活動に参加していますが低会費でやれるのはたいへんありがたい（コーラス・ヨ

ガ）。これからも続けてほしい。 

・コミュニティ・地域自治で過度に束縛を感じることがある。 

・町内に管理会社を置いてほしい。高齢化の為自治会の仕事が無理。 

・この様な調査を何度も繰返しているが、町政としての主体性に欠けていて町民は積極的に参加して

いない。また、一部の計画者とまわりの者で事が進み町民が回りを見ながら参加しているように見受け

られる。本当の町政、町民への基盤を示す事が一番重要な時点に来ていると思う。でも町民は思いと

は別に生活をしていかねばならないので、御嵩町に住んでいる。先祖代々の土地を大切にしている

人も多い。 

・民自がこうあってほしいと想う町の将来像を描き皆で取り組んでいく町民提案型まちづくりも個人的に

はありだと考える。 

・自治会の人が少なくなると役員などの選抜が大変。 

・空き地などに雑草が茂り環境にも良くないので、町の調査が必要だと思う。小さな一歩から少しずつ

まちづくり、地域づくりがなされていくのでは。老夫婦の家が多くなってきている中、路地、川の清掃も

大変。住民＆町の協力し合う事も大切だと思う。 

・自治会活動については、必要最小限なものに限って行うようにして頂きたい。町の方で自治会活動の

ガイドラインのようなものを作って頂きたい。 

・ボランティア活動などに参加したいのですが、きっかけがなく参加できていない。どのようにしたら参

加出来るのか。 

・各ボランティア団体の活動状況が分かったり、連携を取ったりできる、ＮＰＯの様な存在があるとい

い。 

国際化・ 

多文化共生 

・若者から見て夢の持てるまちづくりとはどんなものなのか、理解しようとすることも忘れてしまってい

る。多くの世代が交流できる場が広がり、相互理解が深まればと思う。 

・最近バローなどでもベトナム人の人が多いと感じている。自転車であちこち通っている姿もよく見か

ける。この辺りの職場でベトナム人を多く雇い始めたことが理由だと思う。これからもどんどんこういう外

国の方が増えていくと思う。私の職場にもいるが、日本語があまりわからない状態のまま住み続けてい

るので、外国の人がせめて日常会話に困らないくらいの力をつけられるような場所を提供、ボランティ

アでも教えて下さる方がいると彼らは参加できるのでいいと思っている。 

・外国人がとても多くなってきていると思う。外国人も日本人も関わりをもつ機会がなく、少しお互いを怖

く感じているのではと思うことがある。交流できる場はないか。 

・御嵩町にも外国人の若者が働きに来ているが、企業や本人等に日本での、御嵩町での日常生活の

習慣を説明しトラブルの防止をよくＰＲして頂きたい。 

情報化 ・個人情報の取扱いについてはなかなか難しい面がありますが、杓子定規に考えても、緩くてもいけ

ないと思う。訴える人の話をよく聞き状況をよく判断ししてなるべく便宜を図る方向で対応してほしい。

行政に関わる人での不祥事が最近よくメディアで目にする事がありますが、不祥事を起こした人への

対処が一般企業・社会に比べ甘いと感じる。厳しく対処してほしい。 

・高齢者が多いからといって高齢者向けの政策ばかりするのではなく、若者に住んでもらうには子育て

や教育のほか、田舎であってもＩＯＴなどハイテクな暮らしが出来る事に力を入れるべきだと思う。 

・ＡＩ、ＩＯＴ、5Ｇ等技術革新の先取り。 

行政運営 ・平日の昼間は役場に行けないので、月に１、２回土曜日など窓口が明いていると助かる。 

・町営住宅の一部を若者夫婦が住めるような建物に建て替え入居PR、一定期間公的支援をする。 

・街づくりの長期方針を表示し自己採点（他の市町村と比較）して修正しながら見えるように町民に示し

てほしい。 

・住民票などの各種書類が高すぎるので、もっと安くしてほしい（紙切れ一枚なのに高すぎ。）各種書
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類は元号ではなく、西暦に統一してほしい。元号はとてもわかりにくく、西暦はわかりやすい。 

・町役場にはいろいろの課がある。職員が町民の本心を歩いて知る机上の町政はやめて税金を大切

に使ってほしい。議会に本当の町民の声を提示する町政になってほしい。 

・役場の職員の方は、女性の方は対応もよいですが男性の方は女性が対応するのがあたりまえといっ

た態度の人が多く、庁舎へ行っても知らんぷりしている方が多い。夜間に行ったときは特にひどく、あ

れで残業代をもらってると思うと腹が立つ。どうせなら人数を減らして簡素化してもいいと思う。 

・御嵩町単独で全てを完結することを考えないで、周辺行政とも積極的に交流、協力していく方が良

い。 

・コンパクトな町なので、みなさん親しみやすく、職員の方もなじみやすくて良いと思う。でも異動が早

いので、慣れた頃に他の部署に移ってしまうので、結果が出ないのではと思う。町民へのサービスも

最近悪くなってきたと思う。 

・財源の問題があり大変だとは思うが、まちづくりの要となる役場が臨時職員等を増やし課題に対応し

たり、地域のボランティアの大切さを根拠に、ボランティアに関わる人たちに無理をお願いしすぎてい

る状況が気になる。 

・スポーツや文化活動を年間を通じて実施、計画しているが、自治会を主体とした活動のみで住民へ

の周知不足、参加するタイミングが難しい。御嵩町役場としてもう少しアイデアを持って、役所仕事でな

く業務を行ってほしい。 

・中地区の国道２１号北方面に住んでいるが、近くに町の施設が何もなく、みたけ館等も遠くて残念。中

地区にも施設を作ってほしい。 

・町営住宅が古いので、板良以外の場所でつくってほしい。地元の業者で町営住宅をつくり、少し補助

しながら若い方に住んでいただき、永住希望の方には土地を少しでも安く購入していただき住んでい

ただけるようにしてはどうか。 

・選挙で投票率を上げる事。行政に興味を持っている町民が急激に減っているのではないか。 

・10年後を見据えて見通した町政を強く望む。 

財政運営 ・町民税が高い。税金の無駄遣いが多い。 

・町議会議員が多い、半分にし町費を減らす。 

新庁舎整備 ・御嵩町新庁舎（役場）の建物としてのイメージは？なるべく中山道の宿場町としての雰囲気が漂うもの

にし、一部木造化して和風建築にして「中山道御嶽宿」としてのにぎわいのあるものとして頂きたい。 

・新しい役場作るなら町民の喜ぶものを作ってください。 

・庁舎の建設より老朽した学校施設の充実を優先すべきだ。 

・新庁舎建設に基づく「まちづくり」に求めるアンケートがなかったので入れて欲しかった。 

情報発信 ・今大学生で家がある御嵩町にはただ帰ってくる場所であるだけで、ほとんど日中は町外にいるため

御嵩町のことを何も知らない、情報を手に入れようともしていないと感じた。興味が全くないわけではな

いので、興味のわくような事業などがあることを知ることが出来れば若い人を御嵩町のことを知ることが

できるのかなと思う。 

・県内へのＰＲ。 

・ホームページが見づらい。説明も簡素化して不親切。もっと市民住民目線での職員対応や、ホーム

ページ対応が必要だと思う。民間と同じでホスピタリティが必要だと思う。 

・御嵩町とはどんな町？と、聞かれたらすぐ言えるような所もっとＰＲしてほしい。 

・御嵩町といえば〇〇みたいな強みを持てるような行政。 

・町のＰＲやイベントなど、もう少し広範囲に知らせて町の外から人が来るようにしていくのを強化して

いくといいと思う。役場の仕事（まちづくりでの活動や行った政策）をもっとアピールしてもいいと思う。 

・御嵩町の歴史文化を地域外の人に知ってもらうようＰＲし、歩いて巡ることの出来る観光スポットを整備

されたい。 

・亜炭鉱や町長襲撃といったネガティブニュースがいまだに話題になったり、トップニュースになる

中、町のストロングポイントが分かりにくいく、また伝わっていない。 

その他 ・役場の職員は優秀であってほしい。 

・役場の方はとても冷たくて不親切でいつも上から目線的な感じでとても嫌い。 

・役場で働く人自身が、どこまで御嵩町のことを真剣に考えているのか。魅力ある町は、そこで働く人が

魅力あるものとしたいと願い生き生きと働くことで生まれることではないかと考える。窓口では事務的に

相手をされ笑顔もない、前向きな言動も感じられない、そんな印象。小さな自治体だからこそ役場で働

く方お一人お一人が「御嵩町の顔」としての自覚を持ち魅力ある町を自分が創ると自覚していただきた

い。 

・人間とは多面的で環境、教育の程度、自身の向上心等で、皆画一的でなく、行政の方でも努力して充
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分協議して良い方向に導いてほしい。勉強してレベルアップを図り、若者の定着をはかってほしい。 

・可児市との合併に向けての住民投票。 

・可児市と合併するべき。 

・役場がもっと開けた意見を聞く雰囲気、場を作るべきであると思う。 

・県外から来たので、施設の悪さにまずびっくりした。 

・主人が土日休みではないので、土日も利用できる施設があればありがたい。 

・世の中少子化の中この町は、それ程減少は食い止められている事は町政がうまく回っている事の証

か。 

・役場内、係が本当のプロになって欲しい。 

・可児市との境あたりに住んでいる者にとっては、御嵩の役場まで行くより可児市役所に行った方が近

くて便利である。色々な事で可児市と共通化できないかと思う。 

・役場に出掛けたらこんな物を見た！こんな物があった！こんな物を貰えたよ！など、住んで見たい

と思われる様な所になると良いかと思う。 

・手続き等で、御嵩町役場を訪れるといつも丁寧で親切な対応をして頂きありがたい。 

その他 

・８０過ぎの高齢者にこのようなアンケートをすること事態意味があるのか疑問。 

・日本で、岐阜県で、可児郡御嵩町だからできることを考えだしてほしい。 

・このようなアンケートはあまり有効とは思われず担当者が自身で知恵をしぼることが肝心だと思う。 

・御嵩町が住みよい町になるよう日々考えている。今回のアンケートにしても良い方法だと思う。 

・カタカナ語を書いていただいてもわからない。 

・一人一人頑張ること。 

・このような取り組みはとてもよいものだと感じている。町民が過ごしやすい町になるようお願いしたい。 

・選挙権を持つ１８歳の学生にアンケートをされてみてはどうか。 

・町の中と田舎では住まい方や交通の不便などや商店などの違いでの生活の違いがある。 

・若い人たちがストレスなく住める環境が、御嵩の発展につながると思う。 

・同じ御嵩町内でも大久後と本郷などでは生活の利便性がかなり違うと思うので一概に出来ないところがあると思う。 

 


